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との前向き無作為化臨床比較試験により示されている（Hongo M et al, J Gastroenterol Hepatol 
2012;27:62-68）。先行研究で、薬投与の前後に超音波により胃近位部の横断面の体積を測定することにより、






なわち、モサプリドまたはプラセボの単回投与とその後の実験を 1 週間以上の間隔を空けて、それぞれが 2
回ずつ行った。胃適応性弛緩を評価するため、バロスタット装置（Distender SeriesⅡ, G&J Electronics, 
Ontario, Canada）を使用した。被験者は、先端に容量 800mLのポリエチレン製バッグのついた 3つの管腔
から成るポリビニル製の管を飲み込んだ。バッグは胃近位部に留置され、バッグ容量が 30mL かそれ以上に
なる最小拡張圧（Minimal Distending Pressure, MDP）を決定した。そしてMDPから始まる階段状拡張を





MDPはモサプリド投与時（6.9 ± 0.3 mmHg）とプラセボ投与時（7.6 ± 0.5 mmHg）で有意差を認めなか
った。モサプリド投与は最初の知覚（スコア 1）や不快感（スコア 5）を起こす時のバッグ内の圧や容量に影
響を及ぼさなかった。食前と食後のバッグ内容量の差で表される胃適応性弛緩はモサプリド投与により、プラ
セボ投与と比較して有意に亢進した（322.5 ± 29.6 mL  vs. 150.8 ± 26.2 mL, P = 0.0004）。食事によるバッ
グ内容量の変化率はモサプリド投与により、プラセボ投与と比較して有意に亢進した（439.9 ± 86.3 % vs. 
206.1 ± 29.8 %, P = 0.0001）。 
結論 
本研究はセロトニン 4 受容体のアゴニストの単回投与がヒト胃適応性弛緩を促進することを明らかに示し
た世界初の研究である。モサプリドの機能性ディスペプシア患者に対する効果を含むさらなる検討が必要であ
る。 
  
